
第 150号 平成 28 年 9 月　（8）

ご当地

自慢
北信五岳

北信森林管理署

41

　

北
信
森
林
管
理
署
が
所
在
す
る
長
野
県
の
北

東
部
は
、
通
称
「
北
信
地
方
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
長
野
と
新
潟
の
県
境
に
あ
る
五
つ
の
単

独
峰
を
総
称
し
て
、
北ほ
く
し
ん
ご
が
く

信
五
岳
と
い
い
、
善
光

寺
平
（
長
野
盆
地
）
の
西
北
部
に
連
な
っ
て
い

ま
す
。

　

長
野
市
豊
野
町
大
倉
と
上
水
内
郡
信
濃
町
古

間
と
を
結
ぶ
上
水
内
北
部
広
域
農
道
の
信
濃
幹

線
（
信
濃
ラ
イ
ン
）
か
ら
は
、
こ
の
五
岳
を
望

む
こ
と
が
で
き
、
通
称
「
北
信
五
岳
道
路
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

○
斑ま
だ
ら
お
や
ま

尾
山　

一
、三
八
一
㍍

　

北
信
五
岳
の
中
で
標
高
が
一
番
低
く
、
他
の

五
岳
と
比
べ
て
も
斑
尾
山
は
際
立
っ
て
低
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
北
信
五
岳
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
五
つ
の
山
を
中
野
市
周
辺
か

ら
眺
め
た
場
合
、
一
番
近
い
斑
尾
山
が
他
の
山

と
比
べ
て
も
同
じ
よ
う
な
高
さ
で
見
え
る
た
め

で
す
。
ま
た
、
見
え
る
順
番
は
場
所
に
よ
り
変

化
し
ま
す
が
、
ど
の
場
所
か
ら
も
最
も
東
北
側

に
見
え
る
山
で
す
。

○
妙み
ょ
う
こ
う
さ
ん

高
山　

二
、四
五
四
㍍

　

五
岳
の
中
で
最
も
高
い
標
高
を
誇
り
ま
す
。

北
信
五
岳
と
言
い
ま
す
が
長
野
県
で
は
な
く
、

新
潟
県
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
新
潟
で
は
火
打

山
、
焼
山
と
と
も
に
土
地
の
名
を
取
っ
て
頸く
び
き城

三さ
ん
ざ
ん山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

○
黒く

ろ
ひ
め
や
ま

姫
山　

二
、〇
五
三
㍍

　

ど
っ
し
り
と
し
た
コ
ニ
ー
デ
型
火
山
で
、
信

濃
富
士
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
の
山
域
に
分
布
す
る
チ
シ
マ
ザ
サ
は
江

戸
時
代
か
ら
ザ
ル
な
ど
の
竹
細
工
の
材
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
戸と
が
く
し
や
ま

隠
山　

一
、九
〇
四
㍍

　

狭
義
の
戸
隠
山
は
一
ピ
ー
ク
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
広
義
の
戸
隠
山
は
西
岳
か
ら
高
妻
山
に
ま

で
屏
風
の
よ
う
に
連
な
る
広
い
範
囲
を
指
し
ま

す
。

　

奥
社
か
ら
の
登
山
道
に
は
、「
蟻
の
塔
渡
り
、

剣
の
刃
渡
り
」
と
呼
ば
れ
る
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
が

あ
り
ま
す
。

○
飯い
い
づ
な
や
ま

縄
山　

一
、九
一
七
㍍

　

南
山
麓
の
飯
綱
高
原
は
湿
地
や
湖
が
多
く
、

植
物
や
野
鳥
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
軽

に
登
れ
る
こ
と
か
ら
小
学
生
の
登
山
教
室
、
親

子
ハ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
山

頂
か
ら
の
三
六
〇
度
パ
ノ
ラ
マ
の
眺
望
で
は
、

長
野
市
方
面
や
戸
隠
連
峰
、
黒
姫
山
な
ど
、
他

の
北
信
五
岳
が
間
近
に
迫
り
、
遠
く
に
北
ア
ル

プ
ス
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

北
信
五
岳
、
ま
た
、
そ
の
周
辺
で
は
四
季
を

通
じ
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
お
越
し
に
な
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高社山より北信五岳を望む

 戸隠山と鏡池

 蟻の塔渡り、剣の刃渡り

戸隠山 黒姫山黒姫山 妙高山

斑尾山

飯縄山
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